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情報活用能力育成モデルについて 

～「いせさき GIGAAL スクール構想」の具現化に向けた取組～ 

                   

教育部学校教育課  

 本市では、国から示されたＧＩＧＡスクール構想を受け、伊勢崎市学校教育情報化推進計

画に基づき「いせさきＧＩＧＡＡＬスクール構想」を策定し、これまで積み上げた教育実践

と最先端のＩＣＴ環境を結び付けることで主体的・対話的で深い学びをより一層推進し、 

２１世紀型学力を育む令和のいせさき型学校教育を実現してまいります。 

その中で、各学校での実践をより効果的かつ効率的に進めるために、小・中学校の学習単

元と結び付けた資料である「情報活用能力育成モデル」を作成しました。 

情報活用能力は、言語能力、問題発見・解決能力と並び、学習の基盤となる資質・能力と

して位置付けられています。 

記 

１ 目 的  「いせさきＧＩＧＡＡＬスクール構想」の着実な実現に向け、一人一人 

の児童生徒に応じた学びを実現し、自律的な学習者へと育てていくとと 

もに、具体的なカリキュラム・マネジメントを効率的に進めていくため。 

２ 作 成 者  伊勢崎市教育委員会（伊勢崎市教育研究所ＩＣＴ活用研究班） 

３ 作 成 日  令和３年２月 

４ 内 容  ・小・中学校の学習単元と結び付けた系統表 

         ・情報活用能力を、「収集する力(情報収集)」「整理する力(情報整理)」

「分析する力(情報分析)」「表現する力(表現)」「参画する力(情報

モラル・セキュリティ)」の５つの側面から具体的に整理 

問い合わせ先 学校教育課 三木 ℡0270-27-2789 

＜情報活用能力活用系統表より一部抜粋＞ 

＜表紙＞ 


